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Ⅰ 事業概要

整備計画概要図

１．現行整備計画

８１．２ ｋｍ整備延長

２環内７５０円完成時料金

本線：２１年度

全線：２２年度

（街路含む）

完成年度

１６，９００億円費用の概算額

（H17.2月許可）
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清洲線
上部工事、下部工事 継続

東海線（山王～西郊通）
工事継続

H17工事着手

供用延長 62.2km
（計画延長 81.2km）

２環渡り線
上部工事

２環渡り線
上部工事

２．平成１７年度事業概要

山王JCT３車線拡幅
工事継続

(Ｈ１９)

(Ｈ２２)

６号清洲線
L=7.0㎞

４号東海線
L=12.0㎞
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３．利用交通量の現状等

H17年度上半期交通量は、前年同期より名古屋線で約７％増加
愛知万博開催（H17.3.25～9.25）等により交通量が増加と想定

1.1431,900227,400259,300合計

-21,300-21,300一宮線

0.97▲1,70053,20051,500小牧線

1.0712,300174,200186,500名古屋線

比 率

（H17/H16）
増 減

H16年度

（4～9月）

H17年度

（4～9月）

※ 交通量は４月～９月の日平均値

※ 一宮線H17年2月11日供用

H17年度上半期交通量（４～９月分）

H17年度上半期交通量

（台／日）

（参考）

185,500

51,500

23,500

260,500

Ｈ17．10

180,600

Ｈ17．11

51,200

257,400

25,600
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548

89

136

323

0
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300

400

500

費用 収益

償還準備
金繰入

営業中道路
に係る金利

管理費

収　入

（億円）

単年度収支状況（平成16年度）

*償還準備金／(営業中道路分－交付金) ＝13.2%

12,696

70

1,158

1,667

3,046

10,959

0

5,000

10,000

15,000

20,000

償還準備金

営業中道路
の未償還額

営業中道路
の投資済額

（億円）

投資済額

投資予定額
(H17～22）

交付金

16,900億円

12,696億円

建設中道路分
4,204

４．営業中道路の収支・償還状況

償還状況（平成16年度末）

営業中道路分１兆３千億円の内、
約１割を返済

料金収入
等
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5.2%

54.7%
25.0%

11.8%

2.9%

0.3%

満足している

まあ満足している

どちらともいえない

やや不満である

不満である

無回答

■総合満足度 ３．４８

料金所でのアンケート調査配
布
平成17年1月16（日）、17(月)
20，000部配布 （回収率19.3%）

満足側 59.9% 不満側 14.7%

１．お客様満足度調査

Ⅱ お客様サービスの向上に向けた取り組み

お客様が名古屋高速道路に
望む対策などを把握し、より
一層的確なサービスの改善に
努める。

□目的

□概要

□満足度調査

名古屋高速の走りやすさ、
快適性などを５段階で評価
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満足度

重要度

（重
要
度
）

（満
足
度
）

料金の割引制度、ＥＴＣブースの数、渋滞緩和のための対策の
満足度が低い

項目別満足度・重要度
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ＥＴＣについて

料金・料金制度等につい
て

道路構造について

標識・看板・道路情報板
について

渋滞等について

料金所サービスについて

広報について

工事等について

その他

ETC ５１％

料金・料金制
度等 ２０％

道路構造
５％

標識・看板・
道路情報板
４％

渋滞等
３％

料金所サービス
３％

広報
３％

その他
８％

工事等
３％

ホームページご意見箱に寄せられた意見

ＥＴＣ、料金・料金制度等の意見が特に多い（約７割）

ETCに関する主なご意見

○ETC割引制度等

○ETCレーン等施設

○ETC課金エラー・バー接触等

料金・料金制度等に関する主な
ご意見

○料金制度

○回数券

○ハイカ

期間 H17.4.1～10.31
（357件）
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◆端末特定区間割引
（普通車：200円引、大型車：400円引）
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夜間割引（社会実験）
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土・日曜（祝日）割引 夜間割引

夜間割引社会実験
にて割引

２．H17年末ETC料金認可（案）概要

利用頻度に応じた割引利用頻度に応じた割引 距離の要素の割引距離の要素の割引 1. 時間帯・曜日に応じた割引1. 時間帯・曜日に応じた割引

＜社会実験中→料金認可＞

・黒川～楠楠楠楠約４ｋｍ

・春岡～高針楠楠約６ｋｍ

・烏森～千音寺楠約４ｋｍ

＜今回追加料金認可＞

・呼続～大高楠楠約７ｋｍ

100円に
つき月間利用額区分

１通行ごと

100円につき

1ﾎﾟｲﾝﾄ
+3ﾎﾟｲﾝﾄ※

基本
ﾎﾟｲﾝﾄ

19ﾎﾟｲﾝﾄ３万円を超えた部分

12ﾎﾟｲﾝﾄ２万円を超え３万円以下の部分

6ﾎﾟｲﾝﾄ１万円を超え２万円以下の部分

3ﾎﾟｲﾝﾄ５千円を超え１万円以下の部分

0ﾎﾟｲﾝﾄ５千円以下の部分

加算ﾎﾟｲﾝﾄ

+3%※

18%３万円を超えた部分

12%２万円を超え３万円以下の部分

7%１万円を超え２万円以下の部分

4%５千円を超え１万円以下の部分

0%５千円以下の部分

割引率月間利用額区分

◆名高速一般向けﾏｲﾚｰｼﾞ割引（仮称）

◆名高速ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶｰﾄﾞ割引（仮称）

■ ETC特別割引（期間限定）の5.8%積み増し
及び回数券販売は、利用頻度に応じた割引
導入時期に終了する。

■ハイカは年度末に利用停止

土・日（祝）の00h－06hは社会実験分を加え
20%の割引を行う。

◆土※・日曜（祝日）割引

◆夜間割引（社会実験継続）

日曜（祝日）割引を料金認可

※期間限定ETC普及促進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（弾力

的）割引として土曜日10%割引（１年間）

※期間限定ETC普及促進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（弾力的）割引
・・・１年間

料金問題調査会にて議論して頂き、本（案）にて現在手続中
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本 線 料 金 所

⑧ ①②③④⑤⑥⑦①

楠

小
牧
線

東
名
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勝
川
方
面

街
路
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東名阪
清洲方面

街
路

東名阪
四日市
方面

街
路

東名阪
上社方面

②③④⑤⑥

ETC
混在

ETC
専用

ETC
混在
ETC
混在

ETC
専用

高　　針 星　　崎 千 音 寺 大 山 川 小　牧

①②③④⑤⑥ ①②③④⑤⑥ ①②③④⑤ ①②③

ETC
混在

ETC
混在

ETC
混在

ETC
混在
ETC
混在

ETC
混在

ETC
混在

ETC
混在

ETC
混在

ETC
専用

ETC
専用

ETC
専用

ETC
専用

ETC
専用

ETC
専用

ETC
専用

※

ETC
専用

ETC
混在

ETC
専用

合 併 料 金 所

名神
大阪方面

名神
東京方面

一宮I.C　（名神→名高速）

①②③④⑤⑥

ETC
専用

一 般 料 金 所

名 駅

② ①

丸の内

② ①

ETC
混在
ETC
専用

ETC
専用

黒 川

② ①

ETC
混在
ETC
混在

３．ＥＴＣの整備・運用状況 平成17年11月末現在

昨年に比べＥＴＣレーン数が倍増（６８レーン）

ほぼ全ての料金所でETC専用レーンを利用可能

■ＥＴＣ設置料金所：３６料金
所

■ＥＴＣレーン数：６８レーン
　　専用レーン数：３９レーン
　　※専用レーン数：１レーン
　　　（混在運用併用）
　　混在レーン数：２８レーン

　

              ：  ＥＴＣ専用レーン
※時間帯によって混在運用
　
            ：　ＥＴＣ混在レーン

ETC
専用

ETC
混在
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H17
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30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

ETC利用台数（台/日） ETC利用率（％）

（利用台数：台/日） （利用率）

　H16.3.1
　ＥＴＣ運用開始
　10料金所

　H16.10.1
　全28料金所

　H17.2.11
　全36料金所

ETC運用開始後の利用率

料金支払い内訳（11月24日(木)～11月30日(水)）

ETC ： ETCカードを車載器に挿入し、無線通信により通行した車
ICCR ： ETCカードを料金所係員に手渡しすることにより通行した車

名古屋高速利用の約半数がETC（ICCR含み）で料金支払い

ＥＴＣ ＩＣＣＲ 回数券 ハイカ 現金等

利用台数 964,884 85,529 223,614 61,655 641,240 1,976,922

利用率 48.8% 4.3% 11.3% 3.1% 32.4% 100.0%

計
利用形態

11/24-30
平均

H17．11.4
利用率
50.4%
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速度超過
0.4%

誤進入
5.2%

無線交信異常
等
12.8%

カード未挿入
81.6%

カード未挿入

無線交信異常等

誤進入

速度超過

ETCトラブルの発生原因と対策

□トラブル件数が月当たり約８００

件発生

□ETCﾄﾗﾌﾞﾙのほとんどはｶｰﾄﾞ未

挿入が原因（約８割）

期間 平成17年11月

（８２６件）

□ＥＴＣカード未挿入の注意看板の設置と電光表示

11

□開閉バーの短小化
（長尺 2750ミリ→短尺1800ミリ）

□ＥＴＣカード未挿入のお知らせ確認情報提供ア
ンテナの設置（星崎、小牧北、一宮中料金 ）
H18年３月

□ETC専用レーンを表すカラー薄層舗装

対策内容

□ETC利用上の注意点についての広報（ちらし等)

カード未挿入
無線交信異常等
誤進入
速度超過



渋滞量

9.0km・h/日

H16 H17

7.6km・h/日4～9月平均

［H17年4～9月］

４．渋滞の現状と対策（自然渋滞、全日平均）

主に都心環状線及び大高線で渋滞が発生

星崎料金所拡幅：H16.12.1
一宮線開通：H17.2.11

星崎料金所先頭の
渋滞は解消

○大高線の渋滞

東海線の整備(Ｈ２２年供用)

星崎料金所拡幅(済)

○都心環状線の渋滞

山王カーブ拡幅(Ｈ１９年供用)

□ＥＴＣ専用レーン数の拡充

ＥＴＣ料金割引

□道路交通情報の提供

H16年度平均 13.2km･h/日 対策内容

12



５．交通事故の現状と対策
事故は都心環状線や大高線などで
比較的多い

都心環状のカーブ区間における事故

約７割が施設衝突

カーブ区間における事故対策

□減速看板

□路面表示（エスコートライン）

□壁面表示（矢羽塗装）

平成１６年度事故件数

（全１，１４５件）

都心環状線の現状と対策

都心環状線

大高線
星崎料金所
～呼続

：３０件/km以上

：２０件/km～３０件/km未満
13



名古屋西JCT 丸田町JCT

新洲崎JCT

鶴舞南JCT

楠JCT東名阪自動車道

東片端JCT

楠料金所

星崎料金所

千音寺料金所

東名高速道路名神高速道路

東名阪自動車道

６．騒音対策

要請限度超過区間の遮音壁嵩上げ

平成17年2月までで完了

遮音壁嵩上げ等 平成１５年度

平成１６年度

遮音壁嵩上げ等 平成１５年度

平成１６年度

平成１７年度 施工

低騒音舗装

ﾘﾌﾚｯｼｭ工事(11/3～8)と同時
に施工［終日通行止めによる］

平成１７年度 施工

低騒音舗装

ﾘﾌﾚｯｼｭ工事(11/3～8)と同時
に施工［終日通行止めによる］

平成19年度までにリフレッシュ

工事と同時に施工予定

低騒音舗装

平成19年度までにリフレッシュ

工事と同時に施工予定

低騒音舗装

平成16年度 施工完了

低騒音舗装

平成16年度 施工完了

低騒音舗装

「低騒音舗装」
舗装が音を吸収する

空隙に空気が逃げ
音が生じにくい

空隙率：
大

14



□兵庫県南部地震級の地震に対しても橋梁が倒壊・落橋しない

ことを目標

□旧基準で造られた橋脚（１０７５基）については補強済み

□新基準適用路線については建設時より対応済み

□その他単純桁の連結化、落橋防止装置の改良済み

□実施時期 平成７年度～平成１６年度

７．耐震補強
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